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兎にも角にも、まずは心を一つに。

生徒達は、自らを鼓舞させる準備をして、

体育大会当日の朝を迎えました。
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天
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第
四
十
三
回
体
育
大
会
が
終
了
し
ま
し
た
。
四
十
二
回
生
に
と
っ
て
は
、

中
心
学
年
と
し
て
大
会
を
引
っ
張
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
大
会
で

し
た
。

昨
年
と
違
い
、
天
気
に
振
り
回
さ
れ
る
こ
と
は
な
さ
そ
う
な
予
報
で
し

た
が
、
こ
の
時
期
、
い
ろ
ん
な
試
練
が
与
え
ら
れ
る
も
の
で
す
。

ま
ず
は
、
体
育
大
会
に
向
け
て
の
除
草
作
業
。
入
学
以
来
、
皆
勤
中
の

除
草
作
業
で
し
た
が
、
天
気
予
報
で
は
雨
。
生
徒
・
教
師
と
も
、
心
の
声

は
・
・
・
。
当
日
は
、
除
草
作
業
の
時
間
は
確
保
さ
れ
、
解
散
の
合
図
と

と
も
に
、
激
し
い
雨
と
な
り
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
皆
勤
継
続
中
で
す
。

続
い
て
、
二
日
前
の
予
行
演
習
。
天
気
の
心
配
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
大
き
な
心
配
が
。
体
育
で
は
、
応
援
合
戦
の
練
習
が
中
心
の
よ
う
で
、

大
繩
は
そ
う
多
く
な
く
。
ク
ラ
ス
の
団
結
力
を
示
す
に
は
も
っ
て
こ
い
の

種
目
で
す
が
、
予
行
演
習
で
は
ど
の
ク
ラ
ス
も
散
々
た
る
・
・
・
。
一
番

悔
し
い
の
は
生
徒
達
だ
っ
た
か
も
。

そ
ん
な
な
か
、
迎
え
た
当
日
。
各
ク
ラ
ス
と
も
に
他
学
年
の
同
ク
ラ
ス

を
上
手
く
ま
と
め
、
団
と
し
て
の
応
援
を
完
成
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
一

つ
の
山
を
越
え
、
昼
休
み
に
入
り
ま
し
た
が
、
こ
の
頃
か
ら
雲
行
き
が
怪

し
く
な
り
、
再
び
試
練
が
・
・
・
。
午
後
の
演
技
は
、
部
活
動
行
進
か
ら

で
し
た
が
、
そ
の
後
の
部
活
動
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
カ
ッ
ト
と
な
り
ま
し

た
。そ

し
て
、
予
行
は
惨
敗
だ
っ
た
大
繩
跳
び
。
一
回
の
壁
を
乗
り
越
え
、

安
定
の
二
組
か
ら
始
ま
り
、
側
に
他
学
年
の
同
じ
団
の
ク
ラ
ス
が
い
て
く

れ
た
安
心
感
か
ら
か
、
五
組
が
大
爆
発

。
連
続
四
十
四
回
跳
び
を
達
成
し

ま
し
た
。
み
ん
な
の
満
面
の
笑
み
の
中
に
、
大
き
な
達
成
感
を
得
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

ち
な
み
に
、
そ
の
後
の
リ
レ
ー
種
目
は
、
女
子
は
二
年
一
組
、
男
子
は

二
年
二
組
が
優
勝
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。
ス
ー
パ
ー
エ
ー
ス
が
い
る
回
生

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
逆
に
、
み
ん
な
の
力
を
繋
ぎ
合
わ
せ
て
結
果
を
出

し
て
く
れ
ま
し
た
。
総
合
成
績
も
、
一
組
が
三
位
、
二
組
が
四
位
と
よ
く

健
闘
し
て
く
れ
ま
し
た
。

一
番
嬉
し
か
っ
た
の
は
、
近
付
く
雨
に
対
応
す
る
た
め
に
、
予
定
を
変

更
し
て
、
ク
ラ
ス
で
利
用
し
た
テ
ン
ト
の
片
付
け
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た

と
き
の
こ
と
。
誰
か
ら
と
も
な
く
、
本
部
辺
り
の
テ
ン
ト
を
片
付
け
て
い

る
一
年
生
を
手
伝
う
姿
に
、
感
激
を
覚
え
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

い
よ
い
よ
、
来
年
は
相
高
最
後
の
行
事
を
体
育
大
会
で
迎
え
ま
す
。
さ

ら
な
る
成
長
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
経
験
を
期
待
し
て
、
次
の
一
年
を

共
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
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空は晴れ。開会式直前の入場門。

４２回生生徒会の面々も、何とも言えぬ緊張感とともに、

体育大会の始まりを待ちました。

学
年
演
技
の
応
援
合
戦
は
、
各
ク

ラ
ス
大
差
な
く
、
な
ん
と
三
ク
ラ
ス

が
同
得
点
の
一
位
と
な
り
ま
し
た
。

昨
年
以
上
に
、
団(

同
ク
ラ
ス)

の

意
識
が
強
く
な
り
ま
し
た
。
次
年
度

は
、
学
年
演
技
か
ら
飛
び
出
し
て
、

団
対
抗
応
援
合
戦
に
発
展
し
て
も
ら

い
た
い
も
の
で
す
。

も
し
く
は
、
来
年
以
降
、
テ
ー
マ

曲
が
同
じ
で
、
ク
ラ
ス
色
を
付
け
た

対
抗
戦
に
す
れ
ば
面
白
い
で
す
ね
。

一年生では、学年全員で行う

集団演技から、仲間の絆を深め、

二年生では、同じテーマに対し

て、個性をクラスに求め、各々

異なる表現を目にすることがで

きれば、さらに素晴らしい相高

体育大会になるのではないかと

感じられた、４２回生各クラス

の応援合戦でした。

大 縄 跳 び 第３位 ４４回

応 援 合 戦 優秀賞

生徒会障害物リレー 第１位

クラス団対抗リレー 第３位 林田真奈(３走） 荒木鷹飛(４走)

綱 引 き 第２位

応 援 合 戦 優秀賞 男子２００ｍ 第２位 髙橋涼輔

生徒会障害物リレー 第１位

クラス団対抗リレー 第２位 岡本 幸(３走） 不二勇斗(４走)

総 合 第４位

応 援 合 戦 優秀賞

応 援 旗 優秀賞

男子 4× 200mリレー
第１位 備生智大 大髙流南

竹迫蒼真 菅長蒼良

女子２００ｍ 第１位 米元瑞希

男子１００ｍ 第２位 竹内勇人

総 合 第３位 綱 引 き 第１位

女子 4× 100mリレー 第１位 石橋歩弓 濱本 月 梶原彩美 松本音香

クラス団対抗リレー 第１位 松本音香(３走） 福嶋昇海(４走)

女子１００ｍ 第３位 竹田有香
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来年も良き体育大会となるように、

これからの行事での、積極的な参加を

心掛けていきましょう。
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夏
季
休
業
中
の
進
路
課
題
と
し
て
、
四
十
二
回
生
に
は
左
記
の
よ
う
な

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
宿
題
に
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
か
ら
、
四
十
二
回
生
の

今
後
の
課
題
、
成
長
を
感
じ
る
部
分
に
つ
い
て
、
生
徒
た
ち
は
も
ち
ろ
ん
、

保
護
者
の
皆
様
に
も
ぜ
ひ
お
伝
え
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
左
側
部
分
は
、
先
日
コ
ピ
ー
を
し
て
、
生
徒
達
の
基

に
手
渡
し
て
お
り
ま
す
。
生
徒
達
に
は
、
何
か
あ
っ
た
と
き
に
自
分
の
心

の
支
え
と
し
て
、
自
分
達
を
叱
咤
激
励
す
る
資
料
の
一
つ
に
、
保
護
者
と

も
ど
も
共
有
し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

決意状態 人数計
行く！ 29
行くことを目指す！ 99
興味を持った！ 49
調べてみようと思う！ 20

進路区分 人数計
国公立大学・短期大学 131
私立大学・短期大学 56
専門学校 9
就職 1

４２回生 夏休み
進路課題に関する分析

分析結果からみる４２回生の課題

・行きたい、目指したい気持ちはある。ただ、言い切ってしまうと、駄目だった

ときにどうしよう、という攻めきれない姿勢が見られる。

・今回を機会に、ようやく自分自身の進路を考えて記入した者も見られる。ただ、

今回をきっかけに、ようやく動き始めたともとらえたい。

・全体的に、岡山大学・兵庫県立大学の希望が多い。悪いことではないが、その

一方で、“行く！”ではなく、“行くことを目指す，興味を持った”という、第三

者的に自分のこれからを見ている傾向もある。

手に入れるためには、目標を乗り越えた成果があって、自信を持って第一志望

に向かい合えるが、“届くかなぁ”的な取り組みは“こんなはずじゃなかった”

という結果になるのは、受験の歴史が物語っています。あと一年半、皆さんは、

どちらの歴史に乗っかりますか。

・一方で、受験科目を分析し、大学に行くことがゴールではなく、その先にある

就職までを見て、今の自分を分析できている者もおり、見ていて４２回生の可能

性も多く感じられた。想いを表現させることを求め続けた甲斐も感じられた。少

なくとも、自分の志望理由を自分の言葉で表現することができてこそ、自分の志

望を叶える努力ができると思います。

・前向きな気持ちを、日々の努力に返せるよう、我々も努力していきます。とも

に頑張ろう。

夏
の
終
わ
り
に
相
生
高
校
の
先
輩
か
ら
届
い
た
、
皆
さ
ん

に
も
、
私
に
も
勇
気
を
与
え
て
く
れ
る
手
紙
で
す
。
彼
は
現

在
、
兵
庫
県
立
大
学
国
際
商
経
学
部
一
回
生
と
し
て
英
語
漬

け
の
毎
日
を
送
っ
て
い
ま
す
。
今
回
こ
の
手
紙
を
引
用
す
る

に
あ
た
り
、
私
も
少
し
い
ち
び
っ
て
、
英
語
で
交
渉
し
て
み

ま
し
た
が
、
あ
っ
さ
り
降
参
。
で
も
、
快
く
「
後
輩
の
お
役

に
、
と
い
う
よ
り
も
、
先
生
が
必
要
だ
と
思
う
な
ら
」
と
、

承
諾
し
て
く
れ
ま
し
た
。

在
学
中
、
彼
は
自
分
の
疑
問
に
は
徹
底
し
て
相
手
と
向
き

合
い
、
自
分
の
た
め
に
先
生
方
に
も
真
向
勝
負
で
挑
ん
で
い

き
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
決
し
て
反
抗
・
抵
抗
で
は
な
く
、
討

議
し
、
そ
の
話
題
に
つ
い
て
は
、
必
ず
理
解
・
納
得
を
以
て

議
論
を
終
え
ま
し
た
。
悔
し
涙
な
の
か
、
理
解
で
き
た
嬉
し

さ
か
ら
く
る
涙
な
の
か
、
爽
や
か
さ
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る

生
徒
で
し
た
。
皆
さ
ん
に
響
く
一
文
と
な
る
と
良
い
で
す
ね
。
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十
月
の
予
定

一

日
（
火
）

月
曜
日
の
授
業
＋
火
曜
七
限

二

日
（
水
）

各
種
委
員
会

四

日
（
金
）

新
三
学
年
科
目
選
択
予
備
調
査
〆
切
文
系)

五

日
（
土
）

土
曜
講
座

十

一

日
（
金
）

自
然
科
学
コ
ー
ス

科
学
探
究
中
間
発
表

十

二

日
（
土
）

Ｐ
Ｔ
Ａ
進
路
研
修
会
（
本
校
体
育
館
）

土
曜
講
座

十

六

日
（
水
）
～
二
十
一
日
（
月
）

中
間
考
査

二
十
二
日
（
火
）

即
位
礼
正
殿
の
儀
（
祝
日
）

二
十
五
日
（
金
）

挨
拶
運
動

三

十

日
（
水
）

防
災
訓
練
（
六
時
間
目
）

車
椅
子
体
験
講
習
会

十
一
月
の
予
定

二

日
（
土
）

進
研
記
述
模
試

三

日
（
日
）

進
研
記
述
模
試

（
二
日
間
計
文
系
六
教
科
・

理
系
五
教
科
）

四

日
（
月
）

振
替
休
日

八

日
（
金
）

創
立
記
念
日

九

日
（
土
）

土
曜
講
座
・
秋
季
オ
ー
プ
ン
ハ
イ
ス
ク
ー
ル

十

三

日
（
水
）

相
高
生
フ
ォ
ー
ラ
ム

二

十

日
（
水
）

通
学
路
清
掃

二
十
三
日
（
土
）

土
曜
講
座

十
二
月
の
予
定

二

日
（
月
）
～
六

日
（
金
）

期
末
考
査

七

日
（
土
）

Ｇ
Ｔ
Ｅ
Ｃ

十

一

日
（
水
）

イ
ン
ス
パ
イ
ア
事
業

徳
島
大
学
訪
問
（
自
然
科
学
コ
ー
ス
）

十

九

日
（
木
）
～
二
十
七
日
（
金
）

保
護
者
懇
談
会

二
十
四
日
（
火
）

終
業
式

九
月
二
十
五
日
水
曜
日
の
Ｌ
Ｈ
Ｒ
で
、
生
徒
に
は
す
で
に
説
明
を
し
て
、

家
庭
で
も
話
題
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
文
系
の
生
徒
は
、
新
三

学
年
で
の
科
目
選
択
等
の
予
備
調
査
を
行
い
ま
す
。
調
査
は
大
き
く
二
点
。

①

国
公
立
文
系
型

ま
た
は

私
立
文
系
型

②

私
立
文
系
型
の
者
に
つ
い
て

二
科
目
四
単
位
分
の
科
目
の
選
択

予
備
調
査
の
締
切
は
、
十
月
四
日
金
曜
日
と
し
て
い
ま
す
。

改
め
て
、
十
月
十
二
日
土
曜
日
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
進
路
研
修
会
に
お
い
て
も
、

保
護
者
の
皆
様
に
は
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

生
徒
達
は
、
学
習
法
を
身
に
つ
け
、
よ
う
や
く
成
果
が
表
れ
て
き
て
い

る
者
も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
、
先
述
の
夏
季
休
業
中
の
進
路
課
題
の
よ
う
に
、
自
分
が

何
を
目
指
し
て
、
だ
か
ら
、
こ
の
進
路
先
を
掲
げ
て
、
そ
こ
で
何
を
ど
う

学
ん
で
、
社
会
で
ど
う
活
躍
す
る
か
を
考
え
さ
せ
て
お
り
ま
す
。

高
校
入
試
に
し
ろ
、
大
学
入
試
に
し
ろ
、「
早
く
行
き
先
を
決
め
た
い
」

兆
候
が
あ
り
ま
す
が
、
例
え
ば
、
数
値
的
な
受
験
資
格
は
あ
っ
て
も
、
行

き
た
い
は
ず
の
進
路
先
に
対
す
る
志
望
す
ら
書
け
な
い
、
自
分
の
言
葉
で

相
手
に
伝
え
ら
れ
な
い
、
こ
ん
な
こ
と
が
来
年
の
こ
の
時
期
に
起
こ
っ
て

い
れ
ば
、
現
役
が
一
番
伸
び
る
三
年
生
秋
に
、
学
力
ア
ッ
プ
の
た
め
の
指

導
が
後
回
し
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

受
験
は
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

早
い
時
期
の
受
験
を
し
た
い
者
は
、
じ
っ
く
り
学
力
を
つ
け
て
い
く
時

期
に
、
し
か
る
べ
き
指
導
に
時
間
を
費
や
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
よ

り
早
い
学
力
充
実
と
、
よ
り
強
く
確
か
な
志
望
意
志
を
形
に
し
、
表
現
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
を
理
解
し
て
、

今
か
ら
の
日
々
の
生
活
の
中
で
、
当
た
り
前
の
生
活
習
慣
（
挨
拶
・
会
釈

・
自
己
表
現
が
で
き
る
、
な
ど
）
を
身
に
つ
け
て
い
く
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。

な
ぜ
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
何
度
も
言
う
か
と
い
う
と
、
数
多
く
の
卒

業
生
か
ら
、
推
薦
・
Ａ
Ｏ
入
試
入
学
者
の
話
を
聞
く
た
び
に
、
こ
こ
一
番

の
ひ
弱
さ
、
研
究
で
の
依
存
性
な
ど
を
聞
く
こ
と
が
大
変
多
い
か
ら
で
す
。

早
く
決
ま
ろ
う
が
、
じ
っ
く
り
決
め
よ
う
が
、
目
指
す
も
の
は
同
じ
は
ず

な
の
に
、
学
生
現
場
で
は
こ
の
よ
う
な
評
価
を
耳
に
し
て
い
る
こ
と
を
、

四
十
二
回
生
で
、
そ
の
よ
う
な
立
場
で
進
学
し
た
者
に
は
覆
し
て
も
ら
い

た
い
。

一
年
か
け
て
、
自
分
の
信
念
が
充
実
し
た
行
動
・
言
葉
で
表
現
で
き
る

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
た
め
に
自
分
を
見
つ
め
る
調
査
で
す
。

以前より、生徒には学年集会等を通じて、合わせて保護者にも、学年集会の内容を生徒との家庭での話題や、学年通信を通じて案内

した、令和三年度共通テスト、および、大学受験資格等試験が、動き出しました。

日本英語検定協会が、来年度前期英語成績提供のための受験予約を９月当初に行うと発表してから、９月になってもなかなか発表が

されませんでした。

現在は、９月１８日～１０月７日に予約申込が発表され、立て続けに予約申込金の返金が行われるようになったようです。ただし、

手数料は取られるようですが。英検受験を３学年前期で考えている生徒は、予約手続きを行う必要があります。いずれにしても、資格

取得が可能な努力を要します。受けるだけでは資格を得られるわけではないので、申込みをした人は、資格を取得する学習にしっかり

取り掛かってください。

また、１１月１日には、成績提供システムＩＤ取得のために、申込手続きをします。中間考査中から、その準備にかかります。限ら

れた時間・指示の中で、完璧にやり遂げてください。これは、来るべき共通テストの申込と同じで、共通テストでは、これに加えて、

受験料振込の作業と、振込完了の証明書の貼り付けが付け加わります。今回は、無料での申込みなので、ミスなくやり切ってください。

余談ですが、全国高校長協会が、９月１０日に文部科学省に、英語民間試験についての実施を延期することを要望しました。私達は

延期になろうが、やることは一緒。確かな学力をつけて、自らの進路を勝ち取り、胸を張って自分の歩む道を進もう。
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